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１．研究計画の概要 

1970 年代よりドイツで飛躍的に発展した
「編集文献学」(Editionsphilologie)を批判的
に継承しながら、デジタルメディア時代にふ
さわしい文学研究資料基盤形成のための新
しい文献学の可能性を模索するーこれが、今
回の研究目的である。この目的に向けて、本
プロジェクトでは、主に以下の 3 つの課題に
取り組んでいる。 

(1) 紙メディアを前提とした編集文献学 
理論の検討 

(2) 欧米の文学系デジタルアーカイブ・プ
ロジェクトの現状分析      

(3) アーカイブズ学との接点の模索 
   
 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 18年度から 19年度にかけての研究で
判明したもっとも重要な点は、欧米のデジタ
ルアーカイブの背景にある理論は、当初の予
想に反し、ドイツの編集文献学というよりむ
しろそこから派生した現実よりのアング
ロ・サクソン系理論であるということであっ
た。そこでその理由を探るべく、平成 19 年
度に、計画から若干外れて、すでに別の研究
者によって開発されている文献学編集シス
テムにカフカ・テクストを載せる実験をして
みたところ結果的に失敗、従来の発想では、
ドイツ的な理想の「史的批判版全集」の実現
は不可能であることが明らかになった。しか
し、実験としては失敗したその経験から、ま

ったく新しい「編集」と「出版」の概念を着
想、それに基づき、独自の編集システムを設
計して、プロトタイプ開発まで一気に成功さ
せた。今回の研究課題のスピンオフとしての
その成果は、平成 20 年にフィンランドで開
かれた国際会議で発表された。本研究プロジ
ェクトでは、研究会活動も重視しており、と
くに平成 19 年度からは、研究代表者が参加
している別の萌芽研究プロジェクトと合同
で、日本文学・中国文学研究者も交えた「文
献学研究会」を定期的に開催して、ライティ
ングシステムの異なる日本語資料の問題も
視野に入れて理論面での思考を強化してい
る。代表者が漱石の『心』を題材におこなっ
た考察の成果は、19 年度末には京都大学の
COE シンポジウムで、また平成 20 年度末に
は、ニューヨークで開催された国際会議 The 
Society for Textual Scholarship で発表され
た。なお、アーカイブズ学をめぐる検討につ
いても一定の成果に達しており、平成 20 年
にはそれをアーカイブズ学会年次総会で発
表、21 年度中にも論文が印刷公表される予定
である。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 こう判断する理由のもっとも大きな点は、
当初、最終年度の 21 年度におこなう予定で
あった国際学会での発表が、すでに 20 年度
において 2度おこなわれている点にある。と
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くに、計画を若干外れての実践的な試みが思
わぬ大きな成果を生み、結果的にそれが理論
面での検討に予想外の飛躍をもたらした。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

すでに、成果のところでふれているように、
本プロジェクトは、20 年度以降、当初計画を
修正しておこなった実践的な開発がスピン
オフ作品を生み、それが理論面での研究に大
きな影響を与えるという展開に入っている。
今後も、この方向で、実践的な探求を続けな
がら、そこで得たものを理論にどう組み込ん
でいくかという高い視点で研究を続けてい
くつもりである。また、欧米の編集文献学の
現状理解に関しても、相応の成果を積んでお
り、21 年度末には、その集大成として、アメ
リカ及びドイツから代表的論客を招き、編集
文献学に関する日本初の国際シンポジウム
を開催する予定である。 
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